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■ＣＯ２排出量の削減効果

本取り組みによる発電に伴い発生するＣＯ２排出量（電力を 1kWh 発電するにあたり発生するＣ

Ｏ２量：排出係数）と、火力で発電された電力より発生するＣＯ２量との差が削減となり地球温暖

化対策につながります（ＣＯ２排出係数の差異より約 10％の削減見込み）。

■再生可能エネルギー電力の供給建設作業所

【東京地区】

（仮称）横浜市港北区大倉山七丁目計画新築工事

【関西地区】

（仮称）東淀川区下新庄３丁目計画新築工事 （販売名称:ローレルスクエア OSAKA LINK）

■木くずの中間処理施設・バイオマス発電施設

【東京地区】

木くずの中間処理：株式会社タケエイグリーンリサイクル

バイオマス発電 ：株式会社タケエイグリーンリサイクル

小売電気事業者 ：株式会社横須賀アーバンウッドパワー

【関西地区】

木くずの中間処理：株式会社都市樹木再生センター

バイオマス発電 ：株式会社ＢＰＳ大東（都市樹木再生センターグループ）

小売電気事業者 ：株式会社グリーンパワー大東（都市樹木再生センターグループ）

■長谷工グループ「４つのＣＳＲ取り組みテーマ」

「４つのＣＳＲ取り組みテーマ」は、2018 年 3 月に制定した「ＣＳＲビジョン」及び「ＣＳＲ方

針」の元、長谷工グループのＣＳＲが目指す姿として明文化したものです（住んでいたい空間・働い

ていたい場所・大切にしたい風景・信頼される組織風土）。

本取り組みは、取り組みテーマの一つである「大切にしたい風景」の実現に向けた重点テーマ「資

源循環」「エネルギー・ＣＯ２」に寄与する活動です。

限られた地球の資源を用いて事

業を行っている事を認識し、事

業活動の全てのプロセスで資源

を大切に扱い、可能な限り循環

させることを目指して取り組ん

でいます。

資源循環 エネルギー・CO₂

マンションは、つくるときはもち

ろん、使うときにも多くのエネル

ギーを必要とし、CO₂を排出する

ことから、企画・設計段階から維

持・管理まで含めた配慮を進めて

います。

https://www.kintetsu-re.co.jp/mansion_kansai/osaka/l-residence393/

